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今
世
紀
初
、
敦
煤
本

『
六
祖
壇
経
』
(S
.
 五
四
七
五
)
の
発

見

は
、

『壇
経
』
研
究

の
新
し
い
話
題
と
な
っ
た
が
、
ま
た
、
最
近
中
国
の
楊

曽
文
氏
は
、
敦
煤
県
博
物
館
に
所
蔵
す
る
、
別
の
敦
煙
本

『
壇
経
』
を

紹
介
し
て
い
る
。
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
敦
焼
博
物
館
所
蔵
本
は
、
全

体

一
万
二
千
字
前
後
、
題
目
と
内
容
は
既
存
の
敦
煤
本
と
同
じ
て
、
同

一
種
の

『壇
経
』
の
テ
キ
ス
ト
の
別
の
抄
本
で
あ
る
と
い
う
。

 
こ
れ
ら
の
敦
焼
本
は
、
『壇
経
』

の
原
本
か
ら
写
し
た
も
の
で
、
『壇

経
』

の
最
初
の
形
態
を
互
い
に
そ

の
ま
ま
伝
え
る
も
の
と
見
て
よ
い
。

従

っ
て
従
来
言
わ
れ
る
古
本

『壇
経
』
を
設
定
す
る
必
要
は
な
い
し
、

ま
た
、
漸
次
的
に
成
立
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
作
者
に
よ
っ
て

一
度

に
作
ら
れ
た
事
実
を
、

こ
の
二
本
の
敦
焼
本
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
。
勿
論

『
壇
経
』
の
内
容
は
、
多
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

八
世
紀
末

(七
九
〇
年
頃
)
『壇
経
』

の
成
立
当
時
、
禅
宗
各
派
で
盛
ん

に
行
な
わ
れ
た
菩
薩
戒
授
戒
儀
や
禅
思
想
等
を
多
く
取
り
入
れ
、
六
祖

慧
能

の
説
法
集
と
し
て
統
合
し
た
た
め
で
あ
る
。

…敦
値
隅本

『
六
祖
楠饗
経
』
に
は
、

南
宗
頓
教
最
上
大
乗
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
、
六
祖
恵
能
大
師
於
紹
州
大
梵
寺

施
法
壇
経
 

一
巻
。
兼
授
無
相
戒
。

と
い
う
題
を
記
し
て
い
る
如
く
、
敦
焼
本
は

『
壇
経
』
の
原
題
を
そ
の

ま
ま
素
朴
に
伝
え
る
。
神
会
の
語
録
中
に

『壇
経
』
の
題

名

と

似

る

『南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』
が
あ
る
。
こ
こ
の

「壇
」

と
は
、
戒
壇
の
こ
と
で
あ
る
点
に
異
論
が
な
い
が
、
問
題
は
何
ぜ

『壇

経
』
と
題
し
、
「経
」
と
称
し
た
の
か
で

あ

る
。
柳
田
聖
山
氏
も
指
摘

し
た
よ
う
に
、
確
か
に

『壇
経
』

は
神
会
の

『
壇
語
』
を
前
提
す
る
題

名
で
あ
る
が
、
し
か
し
神
会
の

『
壇
語
』
の
立
場
と
は
そ
の
次
元
が
異

る
。
『壇
経
』
は
、
南
宗

の
祖

・
六
祖
慧
能
が
南
宗
の
宗
旨
を
説
く
聖

典
と
し
て
の
意
味
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
『
壇
経
』
を

「経
」

と
称
す
る
所
以
も
、
こ
う
し
た
視
角
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
の

点
を

『
壇
経
』

の
本
文
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

『
壇
経
』

の
始
め
、
必
偶
を
め
ぐ
る
話
の
中

で
、
作
者
は
神
秀
を
し

て

「
法
を
求
む
る
は
即
ち
善
、
祖
を
覚
む
る
は
、
善
な
ら
ず
。
却

っ
て

凡
心
に
し
て
其
の
聖
位
を
奪
う
に
同
じ
」
、
「
聖
位
は
測
り
難
し
」
と
独

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號

卒
成
元
年
十
二
月
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『
六
祖
壇
経
』
批
判

(
鄭
)

白
さ
せ
て

い
る
し
、
ま
た
、
神
秀
と
五
祖
弘
忍
と
の
対

話

中

に

も
、

「罪
過
、

実
に
是
れ
神
秀
が
作
な
り
、
敢
え
て
祖
を
求
め
ず
云
云
」
と

言
わ
せ
て

い
る
如
く
、
『壇
経
』
に
お
い
て
六
祖
慧
能
の
存

在

は
、
ま

さ
し
く
凡
心
の
次
元
で
測
り
知
れ
ぬ
、
尊
い
聖
位

の
祖
師
で
あ
り
、
別

に

「
生
仏

」
と
も
見
倣
し
て
い
る
。

 
言
わ
ば

『壇
経
』
の
作
者
は
、
聖
位
の
祖
師
た
る
六
祖
慧
能
が
、
南

宗
頓
教
の
宗
旨
を
説
く
聖
典
と
し
て
の
権
威
を
与
え
る
た
め
、
仏
陀
の

聖
典
に
準
え
て

『壇
経
』
と
題
し
た
も
の
と
考
え
る
。

 
次
に

『壇
経
』
の
作
者
問
題
で
あ
る
が
、
編
者
と
す
る
法
海
は
、
石

井
本

『神
会
語
録
』
の
慧
能
章
に
出
る
名
前
を
借
用
し
た
、
架
空
の
人

物
に
す
ぎ

ぬ
。
じ

っ
さ
い

『壇
経
』
の
登
場
人
物
中
、
弘
忍

・
神
秀

・

慧
能

・
神
会
の
四
人
を
除
く
と
す
べ
て
架
空

の
人
物
で
あ
り
、
ま
た
こ

の
四
人
も
実
伝
で
は
な
く
、
作
者
が
創
作
し
た

『
壇
経
』
上
の
登
場
人

物
で
あ
る
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

 

『
壇
経
』

の
作
者
問
題
を
論
ず
る
時
、
常

に
引
か
れ
る
、
章
処
厚
の

『
大
義
禅
師
碑
銘
』
(『全
唐
文
』
七
一
五
)
に
は
、
次
の

一
節
が
あ
る
。

 

洛
な
る
者
を
会
と
日
い
、
総
持
の
印
を
得
て
独
り
螢
珠
を
曜
か
す
。
習
徒
は

 

真
に
迷
い
、
橘
枳
は
体
を
変
じ
、
寛
に

『壇
経
』
の
伝
宗
を
成
じ
て
優
劣
詳

 

か
な
り
。

 
曽
て
胡
適
氏
は
こ
の
資
料
を
根
拠
と
し

『壇
経
』
の
作
者
を
神
会
と

見
た
。
筆
者
も
神
会
系

の
人
の
作
品
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
そ
の
理
由

は
、
こ
こ
の
大
義
禅
師
碑
銘
の
記
述
と
、
『壇
経
』

に
お
け
る
神

会

の

位
置
と
存
在
的
重
み
で
あ
る
。

大
義
の
碑
銘
は
神
会
を
高
く
評
価
す
る
。
し
か
し
そ
の
門

徒

た

ち

は
、
神
会
の
真
意
を
知
ら
ず
に
、
橘
と
枳
の
体
を
変
え
、
尭
に
『
壇
経
」

(を
作
り
)
伝
宗
を
主
張
し
、
正
傍
を
区
分
す
る
基
準
と
し
た
と

い
う
指

摘
は
信
ず
べ
き
時
代
的
資
料
で
あ
る
。

『
壇
経
』
の
伝
宗
と
は
、
敦
煤
本

『
壇
経
』

の
序
品
を
始
め
、
数
処

で
頻
り
に
主
張
す
る

『壇
経
』
の
稟
承
と
伝
持

を
指
す
も
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
作
者
は
、
北
宗
の

『
櫻
伽
経
』
、
南
宗
神
会

の

「伝

衣

説
」

或
は

『
金
剛
経
』
の
伝
持
説
を
う
け
、
『壇
経
』

を
慧
能
が
説
く

南

宗

の
宗
旨
と
確
定
し
、
そ
の

『壇
経
』
の
稟
承
と
伝
持
を
も

っ
て
新
し
い

南
宗
の
法
統
系
譜
を
作
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し

そ
れ
は
、
あ

く

ま

で

『
壇
経
』
の
作
者
を
中
心
と
す
る

一
派
の
主
張

に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
、

敦
焼
本

『
壇
経
』
に
、

『壇
経
』
の
稟
承
無
き
は
、
南
宗
の
弟
子
に
非
ず
。
未
だ
稟
承
を
得
ざ
る
者

は
、
頓
教
の
法
を
説
く
と
錐
も
、
未
だ
根
本
を
知
ら
ず

(云
云
)

と
説
く

一
節
は
、
同
じ
南
宗
の
内
で
も

『壇
経
』
の
稟
承
を
以
て
南
宗

の
正
統
相
承
を
主
張
す
る
ク
ル
ー
プ
が
あ

っ
た
事
を
窺
わ
し
め
る
し
、

じ

っ
さ
い
敦
煤
本

『
壇
経
』
に
は
、
法
海
-
道
漂
-
悟
真
と
い
う
三
代

に
わ
た
る
稟
承
者
の
系
譜
も
記
し
て
い
る
。
大
義
の
碑
銘
の
指
摘
は
、

明
ら
か
に
こ
う
し
た

『
壇
経
』
の
稟
承
の
強
調

に
対
す
る
非
難
で
あ

っ

た
。さ

て
敦
煤
本

『
壇
経
』
に
お
い
て
神
会

の
存
在
は
重
要
な
位
置
を
占
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め
て
い
る
。
『壇
経
』

の
十
大
弟
子
の
う
ち
、
そ
の
伝
記
が
確
か
な

人

は
神
会

の
一
人
の
み
で
あ
り
、
二
十
年
懸
記

の
如
き
、
六
祖
慧
能
の
後

継
者
と
し
て
の
神
会
の
存
在
的
位
置
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
。
じ

つ

さ
い
敦
煙
本

『
壇
経
』

は
、
弘
忍
-
慧
能
-
神
会
に
つ
づ
く
南
宗

の
法

系
を
骨
格
と
し
て
お
り
、
『
壇
経
』
で
総
合
さ
れ
る
慧
能
伝
や
、

南

宗

頓
教
の
宗
旨
と
す
る
禅
思
想
な
ど
、
殆
ん
ど
が
神
会
の
六
祖
顕
彰
運
動

の
伝
承
と
発
展
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
事
実
、
慧
能
は
弟
子
神
会
の
活

躍
に
よ

っ
て
達
摩
系

の
禅
宗

の
第
六
代
目
の
祖
師

・
南
宗
の
祖
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
人
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
達
摩
や
神
秀
神
会
等
は
、
多
少

の
著
述
、

或
は
語
録
が

流
行
さ
れ
て
い
た
が
、
じ

っ
さ
い
南
宗
の
宗
旨
を
説
い
た
、
慧
能
の
語

録
や
説
法
集
は
な
か
っ
た
。
そ
の
事
に
気
づ

い

た

『壇
経
』
の
作

者

は
、
南
宗
の
祖

・
六
祖
慧
能
の
権
威
あ
る
説
法
集
を
作
る
必
要
性
を
感

じ
た
は
ず
で
あ
る
。
従

っ
て

『
壇
経
』

の
作
者
は
、
従
来

の
慧
能
に
関

す
る
諸
資
料
を
応
用
し
、
慧
能

の
自
叙
伝
及
び
南
宗
の
宗
旨
を
説
く
戒

壇
説
法
集
の
形
式
を
取
り
な
が
ら
、
大
衆
性
豊
か
な

「慧
能
物
語
」
と

い
う
文
学
作
品
と
し
て
作
り
出
し
た
も
の
が

『壇
経
』
で
あ
る
と
考
え

る
。そ

れ
は
、
中
国
で
沢
山
作
ら
れ
た
疑
偽
経
典
や
達
摩
の
名
を
冠
し
た

『達
摩
論
』
或
は

『
太
子
成
道
経
』
と
言

っ
た
敦
煤
変
文
等
の
出
現
と

も
共
通
性
を
持
つ
宗
教
文
学
と
し
て
、
時
代
的
要
請
に
応
ず
る
形
で
表

わ
れ
た
書
物
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
『壇
経
』

の
作
者
が
偽
経

の
作

者

と
同
じ
く
、
自
分
の
名
を
隠
し
、
法
海
と
い
う
人
を
編
者

と

す

る

の

は
、
権
威
主
義
時
代

の
所
産
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

と
こ
ろ
が
、
唐
代
禅
宗
の
人

々
は
、
『壇
経
』
を
権
威
あ
る
六

祖
慧

能

の
説
法
集
と
認
め
た
人
は
な
か
っ
た
。
彼
ら

は
、
但
だ
単
純
に

「
慧

能
物
語
」
と
い
う
文
学
作
品
と
し
て
気
軽
く
読

ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
澄

観

の

『演
義
砂
』
や
宗
密
の
著
述
、
『宝
林
伝
』
、
『祖
堂
集
』
、
黄
葉
や

洞
山

の
語
録
等
に
は

『壇
経
』
の

一
部
が
便
宜
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、

い
ず
れ
の
処
に
も

『壇
経
』
と
い
う
書
名
を
取
り
あ
げ
ぬ
。
こ
う

し
た
態
度
は
、
そ
の
事
実
を
端
的
に
証
明
す
る
も
の
で
あ

る

と

考

え

る
。
大
義
の
碑
銘
や

『伝
灯
録
』
二
十
八
、
慧
忠

の
語
に

『壇
経
』
の

書
名
を
取
り
あ
げ
た
の
は
、
異
例
の
事
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
批
判
の

意
図
を
も

っ
て
お
り
、
し
か
も
六
祖
慧
能
と
は
全
く
無
関
で
あ
る
。

『壇
経
』
が
鄙
浬
繁
雑
の
書
と
し
て
非
難
さ
れ
た
理
由
は
、
虚
構
的

な

「慧
能
物
語
」
と
見
た
た
め
で
あ
り
、
後
に

『壇
経
』
を
本
当
の
慧

能

の
肉
声
の
説
法
集
と
看
倣
し
、
聖
典
視
す
る
人

々
に
対
す
る
批
判
で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
壇
経
』
を
六
祖
慧
能

の
説
法
集
と
公
認
し
た
最
初

の
禅

籍

は
、

『
伝
灯
録
』
五
、
慧
能
章
で
あ

っ
た
。

紹
州
刺
史
章
拠
、
請
於
大
梵
寺
、
転
妙
法
輪
、
井
受
無
相
心
地
戒
、
門
人
紀

録
、
目
為
壇
経
、
盛
行
於
世
。

(T

・
五
十

一
-
二
三
五
・
F
)

『伝
灯
録
』
は
、
編
者
法
海
を
始
め
、
志
誠

・
法
達
、
智
常
等
の
伝
記

も

『壇
経
』
よ
り
採
録
し
て
実
存
人
物
と
す
る
。

『
六
祖
壇
経
葛
批
判

(鄭
)
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『
六
祖
壇
経
匹
批
判

(鄭
)

始
め

「慧
能
物
語
」
と
し
て
作
ら
れ
た

『壇
経
』
も
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
、
宋
代
に
至
る
と
慧
能
の
親
説
法
集
と
看
倣
し
、
聖
典
視
す
る

運
動
が
起
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
人
が
恵
研
と
契
嵩
で
あ
る
。

太
歳

丁
卯

(九
六
七
)
の
年
記
を
も
つ
、
恵

所

本

『壇
経
』

の
序

に

は
、
次

の
如
く

一
節
が
あ
る
。

故
に
我
が
六
祖
大
師
は
、
広
く
学
徒
の
為
に
直
に
見
性
の
法
門
を
説
き
、
総

て
自
ら
悟
り
、
成
仏
せ
し
む
。
目
づ
け
て

『壇
経
』
と
日
い
、
後
学
に
流
伝

す
。
古
本
は
、
文
繁
く
し
て
披
覧
の
徒
、
初
め
は
折
ぶ
も
後
に
は
厭
う
。
余

,
 太
歳
丁
卯
、
月
は
菱
賓
に
在
り
し
二
十
三
日
辛
亥
を
以
て
、
思
迎
塔
院
に

於
て
、
分
ち
て
両
巻
と
為
し
、
十
一
門
を
開
く
。
云
云
、

こ
こ
に
古
本

『壇
経
』
を
両
巻
十

一
門
と
再
編
し
た
事
を
記
し
て
い

る
が
、
彼
が
い
う
古
本

『壇
経
』
と
は
、

一
巻
本
で
あ
り
、
現
存
す
る

敦
焼
木
と
同

一
種
の

『壇
経
』
を
指
す
も
の
と
見
て
よ
い
。

ま
た
、
後
の
契
嵩
は
、
至
和
三
年

(
一
〇
五
六
)
に
撰
し

た
郎

簡

の

『
六
祖
法
宝
記
叙
』
に
よ
る
と
、
『壇
経
賛
」
を
作
る
ほ
か
、
三

巻

本

の

『壇
経
』
の
編
輯
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
宋
初
に
お
け
る

『壇
経
』

の
再
編
運
動
は
、
「慧
能
物
語
」

の

『
壇
経
』
を
実
在

の
六
祖
慧
能
が

説
く
南
宗

の
宗
旨
と
確
定
し
つ
つ
、
権
威
あ
る
聖
典

へ
の
脱
化
作
業
で

あ

っ
た
と
言
え
る
。
先

の

『伝
灯
録
』
慧
能
章

の
記
録
も
、
こ
う
し
た

『
壇
経
』

の
再
編
と
聖
典
化
運
動

の
成
果
を
ふ
ま
え
た
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で

『伝
灯
録
』
二
十
八
、
慧
忠

の
南
方
宗
旨
批
判
の

一
節
に
つ

い
て
考
え

て
み
た
い
。

『
伝
灯
録
』
の
慧
忠
の
語
は
、
じ

っ
さ
い

『
祖

堂
集
』
巻
三

・
慧
忠
章

に
よ

っ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
南
方
宗
旨
批

判
と

『壇
経
』
の
改
換
云
云
と
い
う
問
題
の

一
段
が

『祖
堂
集
』
に
は

見
当
ら
ぬ
。
こ
の

一
段
は
、
『伝
灯
録
』
に
至

っ
て
初
め
て
登
場
す
る
資

料
で
、
確
か
に
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
恐

ら
く

『祖
堂
集
』
(九
五
二
)
以
後
、
恵
所
本
『
壇
経
』
の
再
編

(九
六
七
)

と

『伝
灯
録
』
(
一
〇
〇
四
)
の
間
に
作
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

慧
忠
の
南
方
宗
旨
批
判
は
、
じ

っ
さ
い
祖
師
禅
の
思
想

的

見

地

か

ら
、
慧
忠
の
口
を
仮
り
て
、
当
時

(唐
末
宋
初
)
誤

っ
た
仏
性
論
を
以
て

禅
思
想
を
展
開
す
る
亜
流

の
禅
者
た
ち
に
対
す

る
警
告
の
言
葉
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。

中
国
仏
教
は
、
古
く
よ
り
儒
家
の
神
滅
論
と
仏
家
の
神
不
滅
論

の
論

争
が
行
な
わ
れ
て
来
た
し
、
ま
た
、
慧
能

・
神
会
に
は
じ
ま
る
南
宗
禅

の
思
想
的
基
盤
や
禅
宗
各
派
の
禅
思
想
の
対
立
も
、
殆
ん
ど
仏
性
論
を

め
ぐ
る
見
解
の
問
題
で
あ

っ
た
。

『伝
灯
録
』
の
慧
忠

の
語
に
、
南
方
禅
客
が
伝
え
る
心
性
常
住
と
知

覚

の
論
は
、
じ
つ
は
唐
代

の
偽
経

『
首
櫻
厳
経
』
巻

一
の
説
で
あ
り
、

『宗
鏡
録
』
巻
八
十
三
に
も
ほ
ぼ
同
じ
引
用
が
あ
る
。
そ
れ
は
慧
忠
が

言
う
よ
う
に
先
尼
外
道
説
と
等
し
い
。
先
尼
外
道
説
は
、
『浬

繋

経
』

三
十
九
に
見
え
る
が
、
『
首
榜
厳
経
』
は
そ
れ

に
ょ
る
こ
と
言
う

ま

で

も
な
い
。
こ
こ
に
こ
の
問
題
を
詳
し
く
論
ず
る
紙
面
は
な
い
が
、
暫
く

神
会
の

『壇
語
』
と

『
壇
経
』
『
血
脈
論
』
の
思
想
と
、
馬
祖
系

の
祖

師
禅
の
思
想
と
の
差
異
点
を
通
し
て
、
慧
忠
の
南
方
宗
旨
批
判

の
思
想
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的
立
場
を
照
明
し
て
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

神
会

の

『
壇
語
』
や

『
血
脈
論
』
で
主
張
す
る

「即
心
是
仏
」
と
、

馬
祖
が

い
う

「
即
心
是
仏
」
と
は
、
全
く
同
じ
語
で
あ
る
が
、
そ
の
思

想
的
内
容
は
、
異
る
点
に
、
ま
ず
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

宗
密
が

『都
序
』
で
論
じ
て
い
る
如
く
、
洪
州
宗
は
、
即
今
語
言
し

動
作
す

る
衆
生
心
の
全
体
が
仏
だ
と
す
る
の
に
対
し
、
荷
沢
宗
は
、
霊

知
不
昧
な
空
寂
心
、
即
ち
真
性
を
表
わ
す
見
解
で
あ
る
。

そ
れ

は
、
神
会
の

『
壇
語
』
に

「自
身
中
有
仏
性
、
未
能
了
了
見
」

と
い
い
、
知
は
体
、

見
は
用
と
二
分
し
、
そ
う
し
た
分
別

の
な
い

「
無

念
」
に
至
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
宗
密
が

「真

性

を

表

わ

す
」
と
す
る
立
場
で
あ

っ
て
、
洪
州
宗
の
衆
生
心
の
全
体
が
仏
だ
と
い

う
主
張
と
は
異
る
。
ま
た
、
敦
焼
本

『壇
経
』
に
、

真
如
は
、
是
れ
念
の
体
、
念
は
是
れ
真
如
の
用
な
り
。
(自
)性
が
念
を
起
せ

ば
、
即
ち
見
聞
覚
知
す
と
錐
も
、
萬
境
に
染
ま
ず
し
て
常
に
自
在
な
り
。

と
説
く

一
段
も
、
神
会
の

『壇
語
』

の
主
張
と
全
く
同
じ
立
場
を
表
明

し
て
い
る
。
即
ち
、
神
会

の

『壇
語
』
『壇
経
』
『血
脈
論
』
等
、
馬
祖

以
前
の
主
張
で
は
、
即
心
是
仏

・
見
聞
覚
知
と
言

っ
て
も
す
べ
て
見
聞

覚
知
の
性
を
仏
と
す
る
点
に
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
馬
祖
以
後
の
祖

師
禅
で
は
、
見
聞
覚
知
の
心
が
即
ち
仏
な
の
で
あ
り
、
見
聞
覚
知
の
心

の
奥
に
、
更
に
別
の
常
住
の
性
を
残
さ
ぬ
。

禅
宗
系

の
人
が
愛
読
す
る

『
首
樗
厳
経
』
や

『壇
語
』
『
壇
経
』
『
血

脈
論
』
等
が
、
当
時
南
方

の
亜
流
禅
者
た
ち
の
依
り
と
こ
ろ
と
な

っ
た

も
の
で
、
慧
忠
の
南
方
宗
旨
批
判
の
対
象
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

特
に

『
壇
経
』

の
改
換
を
指
摘
す
る

一
節
は
、
非
常
に
非
難
的
で
、

『壇
経
』
を
慧
能
の
親
説
法
集
と
す
る
人
々
に
対
す
る
批
判
で
あ

っ
た

と
思
う
。

他
の

『壇
経
』
を
把

っ
て
改
換
し
、
鄙
課
を
添
糠
し
、
聖
意
を
削
除
し
、
後

徒
を
惑
乱
す
。
量
に
言
教
と
成
ら
ん
や
。
苦
し
哉
。
吾
が
宗
は
喪
せ
り
。

(T

・
五
十
-

四
三
七

・
下
)

こ
こ
に

『壇
経
』
を
把

っ
て
改
換
し
」
と
い
う
表

現

は
、
新

た

に

『壇
経
』
を
作

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
既
存

す

る

『
壇

経
』
を

把

っ

て
、
そ
の
内
容
の

一
部
を
改
造
し
た
事
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ

る
。

こ
れ
は
、
既
に

「慧
能
物
語
」
と
し
て
広
く
読
ま

れ

て

い

た

『
壇

経
』
を
、
南
宗
の
祖

・
六
祖
慧
能

の
説
法
集
と
確
定
し
、
聖
典
と
し
て

推
仰
し
た
、
恵
所
本

の

『壇
経
』
再
編
に
対
す
る
非
難
で
あ

っ
た
と
思

う
。
恵
所
本

『
壇
経
』
は
、
内
容

の
改
造
の
ほ
か
、
新
た
に
添
加
さ
れ

た
部
分
も
見
ら
れ
る
し
、
敦
焼
本

『
壇
経
』
よ
り
も
約
二
千
字
も
増
加

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

「
鄙
課
を
添
揉
し
、
聖
意
を
削
除
し
、
後
徒
を

惑
乱
す
云
云
」
と
い
う
言
葉
は
、
「慧
能
物
語
」

の

『
壇
経
』
を
、

六

祖
慧
能
の
本
当
の
説
法
集
と
定
め
、
聖
典
化
し
た
人
々
に
対
す
る
慨
歎

の
語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
(註
省
略
)

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

『
六
祖
壇
経
』
、「慧
能
物
語
」
、南
陽
慧
忠

(韓
国
忠
南
大
講
師
・
文
博
)

『六
祖
壇
経
』
批
判

(鄭
)
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